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摘  要  

潜在性乳房炎の検出指標である乳汁Ll」〔り電気伝導度と体細胞数を測定し，これらに影響を及  

ぼす要閃を検討した。また，体細胞数と電気イ云導度が産乳量に及ぼす影響を比較検討した。   

データは，帯広畜産大苧付属農場で昭和57年4月から10月までの87感，延べ1595頭から採  

駁した。測定は．毎週一回午前搾乳時に，各分房の前搾り乳について行った。体細胞数および  

電気伝導度に影響を及ぼす要因を検討するため．轟次．泌乳ステージ，季節および種雄牛の効  

果を独立変数とした最小自乗分析を行った。また，体細胞数と電気伝導度の産乳量に及ぼす影  

響を比較検討するためには，⊥記の環境要因を数学モデルに組入れた最小自乗分析を行った。   

体細胞数および電気伝導度に対する産次．泌乳ステージ，季節および種雄牛の効果はいずれ  

も有意であった。体細胞数は，産次の進行に対し増加したが，電気伝導度では．3産決まで上  

昇L．4咤次で減少した。また．泌乳ステージの進行に伴って体細胞数は増加したが，電気伝  

導度は約209日まで上昇し，それ以降では下降傾向を示した。融雪期に当る4月には両形質と  

も高い値を示し，放牧期には低い帖で推移する傾向を示した。   

産乳量に及ばす電気伝導度と体細胞敬の影響から，電気伝導度による判定の方が．体細胞数  

による判定よりも的確に潜在性乳屠炎を検川することが示唆された。  

侯群であり，かつ広範囲に発生する疾病であるために，  

その予防．早期の発見と治療．淘汰などが経済的に高  

い効果をもたらすと考えられる。   

乳房炎において潜在性乳房炎を早期に検出する方法  
としノて乳汁中の体細胞数に基づく方法と乳汁のNa，  

Clなどの乳成分の変化に基づく方法がある1†。また，  

十・郡検定などの組織で定期的に検査し，適切な診断を  

緒  論  

乳牛の乳房炎は，特定の細菌あるいはウイルスなど  

の感染による直接的要閃と年休の耐病性や環境条件な  
どの関接的豊田が結合してヰずる乳房内の炎症である。  

本症は，産乳量の大きな低Fを車）たらL，乳牛管理上  

も労力と治療費を必要とする疾病であるが，複雑な症  
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するためには種々の環境条件に対応する情報を必要と  

する、。すなわち，乳牛の産次，泌乳ステージ，筆耕な  

どめ環境効果や種雄牛の効果は，安価に多量の客観的  

な測定値が得られることが前提条件となるため．乳汁  

中の体細胞弊制定機や電気伝導度の測定壷鮎嘆剛ヒき  

れている。   
本研票では，乳汁中の体細胞教及び電気伝導度を測  

定し，これらに影響をおよぽす要因を検討した。．さら 

iこ‘体細胞数の増加あるいは電気伝導度の上昇が産乳  

量におよぽす影翠を比較検討した．  

材料と 方法  

データは，本学付属農場の搾乳牛について昭和57年  

4月から同年10月までの7カ月臥即頭から得られた。  

試料は，毎週一回午前搾乳時に′ミルキングパーラーで  

採取した搾乳牛別，各分房どとの約10皿／の前搾り乳  

である。乳汁中の電気伝導度は，エーザイ社のマスタ  

イザーで，体細胞数（1mノ当り）は．フォスーエレクト  

1ノック社のフォソマテックで延べ15g5頭の6卿分房  

乳について測定した。   

統計的な分析をするにあたり．体細胞数については，  

その分布を正規化するため．自然対数スケールに変換  

した。電気伝導度においては．四分房中の最低電気伝  

，導度値と四分房の平均電気伝導度値．さらに名分房の  

蜜気伝導度値から最低電気伝導度値を引いた分房間違  
値を用いた印そして，それらの統計丑に対して産次．  

泌乳ステージ ．李凱種施牛の効果を考唐した数学モ  
デルを設定し．副、自乗分析を行ったや垂次は．，1塵  

取2産次，3産次およぴ4産次以上の、4段階に分額  

した。泌乳ステージは，0～29日，38日より308どと  

の各段階およぴ270日以上申合わせて】0段階忙分類し  

た。季節は，4月～川月まで7カ月を歴月ごとに分類  

した。樺雄牛は．娘牛を3頗以上保有する11重責である。   

用いた数学モデルは，  

ブり鳥／＝ル＋AJlβメ十C農十仇十釘メlノである。  

二二‾二  
Jり鳥ノ；g番日産次におけるJ■番目泌乳ステージの々  

番目月に採駁したJ番日程雄牛の娘牛の最低  

電気伝導度値，平均電気伝導度値．分房間差  

値および体細胞数  
〟；総平均  

A；J番目の塵次掛物果守＝1，，‖，4）  

βノンノ番目の泌乳ステージの効果（卜1．．，．1月）  

Tablt∋1，Criteria fort上IeClasaifi℃atiむ刀自ぎ  

s11bcliDicalmastitis  

Criterion  

1．SomaticCellCounts（SCC）：5OO，080／mJ  

（1nt上1Qquatermilkandwhコ1emilk）  

2・Lowestconduぐいvity且mO叩qu且rt汀rBASE）；   

即Xl04s／cm⊂〉rl〕i打ererttialcc・れ（1uetivity；4×   

川【4s／cln  

Clas5iri〔1atjぐ）n  

GrpuT）A：1cLWerthar一け1eboth crjteria  

Gr叫p王∃：higherth且粛the汀iteri叩1  

GroupC：最gh即than thecriteT主qn2  

Groupr）：higherthanthebothcriteria   

C鳥；た番目の採取月の効果ぐ鳥＝1．‥．，7）   

βJ；J番目の樫雄牛の効果りこ1，，‥，11）  

れ困；残美   

香電気伝導度値および体細胞放と乳量との関連性を  
検討するために．それら形質間の単純相関係数を推定  

した。   

一九本研究で用いた潜在性乳房炎の判定某準は衰  
1に示Lた通りである。電気伝導度については，大島・  

布地2】の方践を肺、た。体細胞数については，乳汁巾  

への体細胞の混入の病理的順度を50万個／mJに設定  

した報告が多いことから，本研究にぉいても5Q万個／  

m卜を基準とした1■。また．体細胞数ほ，分属軋と個  

体乳別に判定Lた。衷1の判定基準に基づいた分轍の  

慮乳量に及ぼす影響を分析するた動産次，泌乳ステ  

ージおよび季節を考慮し．次の数学モデルを設定し，  

最小自責分析を行った。  

1．分房乳について  

グり点／二〟＋Al＋勘＋C象十爪十（4円－けβり倉上   

2．個体乳について  

ブ…／〟トAi十βJ十C鵬十¢ノ十（AC）り＋¢り農J   

ここで，   

γり鳥／：≠－番目産次におけるタ番目泌乳ステージの鳥  

番目月に採取した上番口の判定分振の産乳量   
／上；総平均   

』1；‡番口の産次わ効果わ’＝1，…，4）   

βノ；j番目の泌乳ステ一郎）効巣（ブ＝1，・・・，10）  

Cタ；点番目の採集月の効果（た＝1，・．・，7）   

F′；分店乳における／番目の判定分類の効果  
〔J＝l．．．＿．4）   
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（』ダ）り；靂■番日の産次と分房乳における上巻目の判  

定分類の交互作用の効果   
GJ；個体乳におけるJ番目の判定分類の効果  

（J＝1，‥．．4）  

（月G）‖；～－番口の産次と個体乳におけるJ番目の判  

定分類の交互作用の効果   
射項牒ほ  

結果 と 考察  

各電気伝導度値および体細胞数に対する最′ト自乗分  
析の結果を，表2に示した。各統計量に対する変動要  

因の効果はすべて有意であった。   

産次に対する各測定値の推移を図1に示した。最低  

電気伝導皮値．平均電気伝導度値および分房闇差値は，  
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いずれも3産次までは上昇したが4塵灰以上酔おいて  

減少した。このことは，同じ農場でのデータによる奥  

田a）や泉41の報告と異なるものであった。この原因と  

して，次の、ことが考えられた。すなわち，．前垂次で淘  

汰された乳牛が多く，本研究に用いた乳牛群には電気  

伝導度の低いものが多く残った可能性が存在するであ  
ろう。体細胞敷は，産次の進行に伴って上昇した。こ  

れはⅨENNⅢ）Yら7）の報告と一致した。   

泌乳ステージに対する各測定値め推移を図2に示L  

た。名形質とも泌礼ステージの進行に伴って増加値向  

にあったか．最低電気伝導度風早均電気伝導度値お  

よ、び分房間差値は泌乳209日前後から低下した。これ  

らの結果は，泉ヰ1の報告に一致した。電気伝導度と高  

い負ぬ相関関係にある無脂固形分率5）は，泌乳ステー  

ジの後期に上昇する引ことより．電気伝導度が低下し  

たと推察される個体細胞数は，泌乳ステージの進行に  

伴って増加した。EE醐EDYら7）ら泌乳ステージ 

行に伴って体細胞数の増加を報告した。   

季節に対する各形質の推移を図3に示した。各形質  

とも4月に高い値を示した。この季節は融雪期に当り，  

牛床，ルーズパーンなどが汚染され易く，乳房炎に感  

染する機会も多くなることが稚蒸される。また．9月  

においても高くなった。LかLながら，9月は他の月  

と同様∴放牧期にあり．雨天の冒も三日しかなく乳房  

などの汚染が考え軌、ことから，きらに他の要因整検  

討する必要があろう。   

種雄牛による有意な効果が認められた（表2）。′この  

ことは，電気伝導度債と体細胞故に遺伝的な変鼻の存  

在する可能性を示唆するものである。体相場故におい  

てKENNEDYら馴は，その遺伝率を0，鴨と報告したや  

また，Auと蝕む0Ⅹgりま，それが8．】～8．aの蘭にあ  

るとLた心体細胞数，恕よび電気伝導度においても，  

さらに広範なデータを蓄積して，遺伝的な分析が望ま  

れるものである。   

表3に（ま，各電気伝導度値巨体細胞救および乳量の  

相互間の単純相関係数を示した。分房閤差値と分房ど  

との体細胞数との相関係数凋右前で0．65，イi後；8、60 

左前川．56および左後；n．66と推定され．いずれも有  

意であった。   

しかし．体細胞数ら分房間差値も潜在性乳房炎の指  

標物という共通の目的に用いられるという観点から考  
蒸すれぼ，むしろ低い推定値であるとさえ思われる。  

また．乳量と最低電気伝導度値，左後分房閤費値，左  

よ  SCC  
－「△「－－U州巳rCntinlごnnducいvlty  

｛〉－MlくAトJ  
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Fig．乱 TrQndsorl8aS七5qu慮reSm8anSfor  
corld11CtivityandSCConsea印n  

後体細胞数間においてのみ，わずかに正の相碗が推定   

きれた他ほ、全て負の相関関係にあった。これら致の   

相関係数は，その絶対値が高くないため⇒断定Lがた   

いが，体細胞数及び電気伝淳度の上昇が，乳量の低下   

を生じせしめるものと思われる。この体細胞歎および   

電気伝導度土盛乳量の関係をきらに詳細に調査するた   
め種々の環場裏困を考慮して∴最小自乗分析を行った9   

その結果は表4に示し，表5にはこの分析におぜる潜   

在性乳房炎の判定分類の産乳量ほ対する効果巻推定す   
るため．そめ最小自乗平均値と榛準偏差を示した。ま   

た壷5さこは、各判定分類に該当する個体の延べ頭数を   

符記した。分房乳で判定した場合，および個体乳で判   

碇した鴇色，双方とも正常とされる分類Aに比べ，分  

顆Cと分類Tで乳量の低下が認められた。また，体   

細胞数では異常乳とされないカ㍉産乳量の低下が認め   
られた分類Cに凍いて，分房乳で出現数a31頭で全体   

の2m7軌個体乳において535頑．全体のさ乳5％を占   

めた。さらに，体細胞数と電気伝導度による判定の連   

関性を考察するために各分類間の頭数について点相関   
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鮎bk5▲Ⅰ．eaBtSqⅥareSmeanS（LSM）of  
momlng milk yield aのd the  
numberofcowsine且Cbgrouが，  

在性乳房炎の判定結果は．乳量の低下やそれぞれの分  

旗に出現した感歎から．体細胞数よ匂も電気伝導度が  

潜在性乳房炎のより良い示標となる可能性巷示唆した。  

さらに，定期的な乳汁中の電気伝導度の測定は，潜在  

性乳房炎の検出手法として非常に有効なものになると  
思われる。  
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係数川を推定した。その結果，分房乳に如、て0．．55．  

個体乳で0．41が推定された。これらの値は．義3に  

示した体細胞数と電気伝導度との観の単純相関係数に  
近似したものであった。大島11）は，体細胞数および電  

気伝導度での判定結果について，乳腺内への炎症に伴  

う体液浸出の過程と白血球題遺の過程に時間的なズレ  
があるとすれば両方法による半悦結果が→致しない、こ  

とが生ずることを示唆した。すなわち ここで推定し  

た相対的に麗し、点相関係数も妥当な推謹値であるとさ  

れる。   

これらのことより，潜在性乳房炎と判宥きれる分類  

Jとおいて，分転Uは．分現Bや分類eよりも鹿状が  

香いとされうるかもしれない。また逆に．分類C、に属  

したも剃ま．より症状の掛、潜在性乳房炎祀確座して  

いる可能性を持っむのと思われる。本併発における潜  
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181  潜在性乳房炎の指標の変動費因  
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